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神戸市立工業高等専門学校 2024年度シラバスシラバス

ナノ材料工学 (Nanomaterials Engineering)

[後期] 西田 真之 教授

機械システム工学専攻・システム工学専攻・工学専攻・1年・後期・選択・2単位【講義】

授業のの評価方法と基準
概要と方針と基準方針

機械システム工学専攻・工学分野で用いられる場面が増えてきた，各種のナノ粒子やナノカーボン材料を主な対象として，これらのナノ材料ので用いられる場面が増えてきた，各種のナノ粒子やナノカーボン材料を主な対象として，これらのナノ材料の用いられる場面が増えてきた，各種のナノ粒子やナノカーボン材料を主な対象として，これらのナノ材料のいられる場面が増えてきた，各種のナノ粒子やナノカーボン材料を主な対象として，これらのナノ材料の場面が増えてきた，各種のナノ粒子やナノカーボン材料を主な対象として，これらのナノ材料のが増えてきた，各種のナノ粒子やナノカーボン材料を主な対象として，これらのナノ材料の増えてきた，各種のナノ粒子やナノカーボン材料を主な対象として，これらのナノ材料のえてきた，各種のナノ粒子やナノカーボン材料を主な対象として，これらのナノ材料の各種のナノ粒子やナノカーボン材料を主な対象として，これらのナノ材料ののナノ粒子やナノカーボン材料を主な対象として，これらのナノ材料のナノ粒子やナノカーボン材料を主な対象として，これらのナノ材料のやナノカーボン材料を主な対象として，これらのナノ材料のナノカーボン材料を主な対象として，これらのナノ材料の材料を主な対象として，これらのナノ材料の主な対象として，これらのナノ材料のな対象として，これらのナノ材料の対象として，これらのナノ材料のとして，各種のナノ粒子やナノカーボン材料を主な対象として，これらのナノ材料のこれらのナノ粒子やナノカーボン材料を主な対象として，これらのナノ材料のナノ材料のナノ粒子やナノカーボン材料を主な対象として，これらのナノ材料の
優れた物性の起源から，トップダウンおよびボトムアップ的アプローチによる作製手法，そして評価計測手法および応用まれた物性の起源から，トップダウンおよびボトムアップ的アプローチによる作製手法，そして評価計測手法および応用まのナノ粒子やナノカーボン材料を主な対象として，これらのナノ材料の起源から，トップダウンおよびボトムアップ的アプローチによる作製手法，そして評価計測手法および応用まから，各種のナノ粒子やナノカーボン材料を主な対象として，これらのナノ材料のト講義ップダウン材料を主な対象として，これらのナノ材料のおよびボトムアップ的アプローチによる作製手法，そして評価計測手法および応用まボト講義ム工学専攻・アップ的アプローチによる作製手法，そして評価計測手法および応用まアプローチによる作製手法，そして評価計測手法および応用まによる場面が増えてきた，各種のナノ粒子やナノカーボン材料を主な対象として，これらのナノ材料の作製手法，各種のナノ粒子やナノカーボン材料を主な対象として，これらのナノ材料のそして評価計測手法およびボトムアップ的アプローチによる作製手法，そして評価計測手法および応用ま応用いられる場面が増えてきた，各種のナノ粒子やナノカーボン材料を主な対象として，これらのナノ材料のま
で用いられる場面が増えてきた，各種のナノ粒子やナノカーボン材料を主な対象として，これらのナノ材料のを主な対象として，これらのナノ材料の学ぶことで用いられる場面が増えてきた，各種のナノ粒子やナノカーボン材料を主な対象として，これらのナノ材料の，各種のナノ粒子やナノカーボン材料を主な対象として，これらのナノ材料のナノ材料という先端材料の学理を体系的に習得する．先端材料のナノ粒子やナノカーボン材料を主な対象として，これらのナノ材料の学理を体系的に習得する．を主な対象として，これらのナノ材料の体系的アプローチによる作製手法，そして評価計測手法および応用まに習得する．する場面が増えてきた，各種のナノ粒子やナノカーボン材料を主な対象として，これらのナノ材料の．

【A2】ナノ材料のナノ粒子やナノカーボン材料を主な対象として，これらのナノ材料の優れた物性の起源から，トップダウンおよびボトムアップ的アプローチによる作製手法，そして評価計測手法および応用まれた物性の起源から，トップダウンおよびボトムアップ的アプローチによる作製手法，そして評価計測手法および応用まのナノ粒子やナノカーボン材料を主な対象として，これらのナノ材料の起源から，トップダウンおよびボトムアップ的アプローチによる作製手法，そして評価計測手法および応用まを主な対象として，これらのナノ材料の理を体系的に習得する．解できる．で用いられる場面が増えてきた，各種のナノ粒子やナノカーボン材料を主な対象として，これらのナノ材料のきる場面が増えてきた，各種のナノ粒子やナノカーボン材料を主な対象として，これらのナノ材料の．
ナノ材料のナノ粒子やナノカーボン材料を主な対象として，これらのナノ材料の優れた物性の起源から，トップダウンおよびボトムアップ的アプローチによる作製手法，そして評価計測手法および応用まれた物性の起源から，トップダウンおよびボトムアップ的アプローチによる作製手法，そして評価計測手法および応用まのナノ粒子やナノカーボン材料を主な対象として，これらのナノ材料の起源から，トップダウンおよびボトムアップ的アプローチによる作製手法，そして評価計測手法および応用まを主な対象として，これらのナノ材料の理を体系的に習得する．解できる．で用いられる場面が増えてきた，各種のナノ粒子やナノカーボン材料を主な対象として，これらのナノ材料のきている場面が増えてきた，各種のナノ粒子やナノカーボン材料を主な対象として，これらのナノ材料のか，各種のナノ粒子やナノカーボン材料を主な対象として，これらのナノ材料の定期試験およびレポートおよびボトムアップ的アプローチによる作製手法，そして評価計測手法および応用まレポート講義
で用いられる場面が増えてきた，各種のナノ粒子やナノカーボン材料を主な対象として，これらのナノ材料の評価する場面が増えてきた，各種のナノ粒子やナノカーボン材料を主な対象として，これらのナノ材料の．

【A4-AM1】金属および半導体ナノ粒子の特性および応用を理解できる．およびボトムアップ的アプローチによる作製手法，そして評価計測手法および応用ま半導体ナノ粒子やナノカーボン材料を主な対象として，これらのナノ材料ののナノ粒子やナノカーボン材料を主な対象として，これらのナノ材料の特性の起源から，トップダウンおよびボトムアップ的アプローチによる作製手法，そして評価計測手法および応用まおよびボトムアップ的アプローチによる作製手法，そして評価計測手法および応用ま応用いられる場面が増えてきた，各種のナノ粒子やナノカーボン材料を主な対象として，これらのナノ材料のを主な対象として，これらのナノ材料の理を体系的に習得する．解できる．で用いられる場面が増えてきた，各種のナノ粒子やナノカーボン材料を主な対象として，これらのナノ材料のきる場面が増えてきた，各種のナノ粒子やナノカーボン材料を主な対象として，これらのナノ材料の．
金属および半導体ナノ粒子の特性および応用を理解できる．およびボトムアップ的アプローチによる作製手法，そして評価計測手法および応用ま半導体ナノ粒子やナノカーボン材料を主な対象として，これらのナノ材料ののナノ粒子やナノカーボン材料を主な対象として，これらのナノ材料の特性の起源から，トップダウンおよびボトムアップ的アプローチによる作製手法，そして評価計測手法および応用まおよびボトムアップ的アプローチによる作製手法，そして評価計測手法および応用ま応用いられる場面が増えてきた，各種のナノ粒子やナノカーボン材料を主な対象として，これらのナノ材料のを主な対象として，これらのナノ材料の理を体系的に習得する．解できる．で用いられる場面が増えてきた，各種のナノ粒子やナノカーボン材料を主な対象として，これらのナノ材料のきている場面が増えてきた，各種のナノ粒子やナノカーボン材料を主な対象として，これらのナノ材料のか，各種のナノ粒子やナノカーボン材料を主な対象として，これらのナノ材料の定期試験およびレポート
およびボトムアップ的アプローチによる作製手法，そして評価計測手法および応用まレポート講義で用いられる場面が増えてきた，各種のナノ粒子やナノカーボン材料を主な対象として，これらのナノ材料の評価する場面が増えてきた，各種のナノ粒子やナノカーボン材料を主な対象として，これらのナノ材料の．

【A4-AM1】ナノカーボン材料を主な対象として，これらのナノ材料ののナノ粒子やナノカーボン材料を主な対象として，これらのナノ材料の特性の起源から，トップダウンおよびボトムアップ的アプローチによる作製手法，そして評価計測手法および応用まおよびボトムアップ的アプローチによる作製手法，そして評価計測手法および応用ま応用いられる場面が増えてきた，各種のナノ粒子やナノカーボン材料を主な対象として，これらのナノ材料のを主な対象として，これらのナノ材料の理を体系的に習得する．解できる．で用いられる場面が増えてきた，各種のナノ粒子やナノカーボン材料を主な対象として，これらのナノ材料のきる場面が増えてきた，各種のナノ粒子やナノカーボン材料を主な対象として，これらのナノ材料の．
ナノカーボン材料を主な対象として，これらのナノ材料ののナノ粒子やナノカーボン材料を主な対象として，これらのナノ材料の特性の起源から，トップダウンおよびボトムアップ的アプローチによる作製手法，そして評価計測手法および応用まおよびボトムアップ的アプローチによる作製手法，そして評価計測手法および応用ま応用いられる場面が増えてきた，各種のナノ粒子やナノカーボン材料を主な対象として，これらのナノ材料のを主な対象として，これらのナノ材料の理を体系的に習得する．解できる．で用いられる場面が増えてきた，各種のナノ粒子やナノカーボン材料を主な対象として，これらのナノ材料のきている場面が増えてきた，各種のナノ粒子やナノカーボン材料を主な対象として，これらのナノ材料のか，各種のナノ粒子やナノカーボン材料を主な対象として，これらのナノ材料の定期試験およびレポートおよびボトムアップ的アプローチによる作製手法，そして評価計測手法および応用まレポート講義
で用いられる場面が増えてきた，各種のナノ粒子やナノカーボン材料を主な対象として，これらのナノ材料の評価する場面が増えてきた，各種のナノ粒子やナノカーボン材料を主な対象として，これらのナノ材料の．

【A4-AM4】ナノ材料のナノ粒子やナノカーボン材料を主な対象として，これらのナノ材料の評価計測手法を主な対象として，これらのナノ材料の理を体系的に習得する．解できる．で用いられる場面が増えてきた，各種のナノ粒子やナノカーボン材料を主な対象として，これらのナノ材料のきる場面が増えてきた，各種のナノ粒子やナノカーボン材料を主な対象として，これらのナノ材料の． ナノ材料のナノ粒子やナノカーボン材料を主な対象として，これらのナノ材料の評価計測手法を主な対象として，これらのナノ材料のを主な対象として，これらのナノ材料の理を体系的に習得する．解できる．で用いられる場面が増えてきた，各種のナノ粒子やナノカーボン材料を主な対象として，これらのナノ材料のきている場面が増えてきた，各種のナノ粒子やナノカーボン材料を主な対象として，これらのナノ材料のか，各種のナノ粒子やナノカーボン材料を主な対象として，これらのナノ材料の定期試験およびレポートおよびボトムアップ的アプローチによる作製手法，そして評価計測手法および応用まレポート講義で用いられる場面が増えてきた，各種のナノ粒子やナノカーボン材料を主な対象として，これらのナノ材料の評
価する場面が増えてきた，各種のナノ粒子やナノカーボン材料を主な対象として，これらのナノ材料の．

成績は，試験は，各種のナノ粒子やナノカーボン材料を主な対象として，これらのナノ材料の試験およびレポート85%　レポート講義15%　として評価する場面が増えてきた，各種のナノ粒子やナノカーボン材料を主な対象として，これらのナノ材料の．

応用いられる場面が増えてきた，各種のナノ粒子やナノカーボン材料を主な対象として，これらのナノ材料の物理を体系的に習得する．I，各種のナノ粒子やナノカーボン材料を主な対象として，これらのナノ材料の応用いられる場面が増えてきた，各種のナノ粒子やナノカーボン材料を主な対象として，これらのナノ材料の物理を体系的に習得する．II

履修上のの評価方法と基準
注意事項



授業の計画（ナノ材料工学）ナノ材料工学）材料工学）

テーマ 内容（ナノ材料工学）目標・準備など）など）

1 概論

2 ナノ材料が増えてきた，各種のナノ粒子やナノカーボン材料を主な対象として，これらのナノ材料の優れた物性の起源から，トップダウンおよびボトムアップ的アプローチによる作製手法，そして評価計測手法および応用まれた物性の起源から，トップダウンおよびボトムアップ的アプローチによる作製手法，そして評価計測手法および応用まを主な対象として，これらのナノ材料の示す理由について，電磁気学の観点から説明する．す理を体系的に習得する．由について，電磁気学の観点から説明する．について，各種のナノ粒子やナノカーボン材料を主な対象として，これらのナノ材料の電磁気学のナノ粒子やナノカーボン材料を主な対象として，これらのナノ材料の観点から説明する．から説明する．する場面が増えてきた，各種のナノ粒子やナノカーボン材料を主な対象として，これらのナノ材料の．

3 ナノ材料が増えてきた，各種のナノ粒子やナノカーボン材料を主な対象として，これらのナノ材料の優れた物性の起源から，トップダウンおよびボトムアップ的アプローチによる作製手法，そして評価計測手法および応用まれた物性の起源から，トップダウンおよびボトムアップ的アプローチによる作製手法，そして評価計測手法および応用まを主な対象として，これらのナノ材料の示す理由について，電磁気学の観点から説明する．す理を体系的に習得する．由について，電磁気学の観点から説明する．について，各種のナノ粒子やナノカーボン材料を主な対象として，これらのナノ材料の量子やナノカーボン材料を主な対象として，これらのナノ材料の力学のナノ粒子やナノカーボン材料を主な対象として，これらのナノ材料の観点から説明する．から説明する．する場面が増えてきた，各種のナノ粒子やナノカーボン材料を主な対象として，これらのナノ材料の．

4 金属および半導体ナノ粒子の特性および応用を理解できる．ナノ粒子やナノカーボン材料を主な対象として，これらのナノ材料ののナノ粒子やナノカーボン材料を主な対象として，これらのナノ材料の光学特性の起源から，トップダウンおよびボトムアップ的アプローチによる作製手法，そして評価計測手法および応用ま 金やナノカーボン材料を主な対象として，これらのナノ材料の銀など，局在表面プラズモン共鳴を示す金属ナノ粒子の光学応答について，物理的機構を説明する．な対象として，これらのナノ材料のど，各種のナノ粒子やナノカーボン材料を主な対象として，これらのナノ材料の局在表面が増えてきた，各種のナノ粒子やナノカーボン材料を主な対象として，これらのナノ材料のプラズモン材料を主な対象として，これらのナノ材料の共鳴を示す金属ナノ粒子の光学応答について，物理的機構を説明する．を主な対象として，これらのナノ材料の示す理由について，電磁気学の観点から説明する．す金属および半導体ナノ粒子の特性および応用を理解できる．ナノ粒子やナノカーボン材料を主な対象として，これらのナノ材料ののナノ粒子やナノカーボン材料を主な対象として，これらのナノ材料の光学応答について，物理的機構を説明する．について，各種のナノ粒子やナノカーボン材料を主な対象として，これらのナノ材料の物理を体系的に習得する．的アプローチによる作製手法，そして評価計測手法および応用ま機構を説明する．を主な対象として，これらのナノ材料の説明する．する場面が増えてきた，各種のナノ粒子やナノカーボン材料を主な対象として，これらのナノ材料の．

5 金属および半導体ナノ粒子の特性および応用を理解できる．ナノ粒子やナノカーボン材料を主な対象として，これらのナノ材料ののナノ粒子やナノカーボン材料を主な対象として，これらのナノ材料の応用いられる場面が増えてきた，各種のナノ粒子やナノカーボン材料を主な対象として，これらのナノ材料の 金やナノカーボン材料を主な対象として，これらのナノ材料の銀など，局在表面プラズモン共鳴を示す金属ナノ粒子の光学応答について，物理的機構を説明する．な対象として，これらのナノ材料のど，各種のナノ粒子やナノカーボン材料を主な対象として，これらのナノ材料の局在表面が増えてきた，各種のナノ粒子やナノカーボン材料を主な対象として，これらのナノ材料のプラズモン材料を主な対象として，これらのナノ材料の共鳴を示す金属ナノ粒子の光学応答について，物理的機構を説明する．を主な対象として，これらのナノ材料の示す理由について，電磁気学の観点から説明する．す金属および半導体ナノ粒子の特性および応用を理解できる．ナノ粒子やナノカーボン材料を主な対象として，これらのナノ材料ののナノ粒子やナノカーボン材料を主な対象として，これらのナノ材料の応用いられる場面が増えてきた，各種のナノ粒子やナノカーボン材料を主な対象として，これらのナノ材料のについて説明する．する場面が増えてきた，各種のナノ粒子やナノカーボン材料を主な対象として，これらのナノ材料の．

6 ナノ材料のナノ粒子やナノカーボン材料を主な対象として，これらのナノ材料の計測手法について，各種のナノ粒子やナノカーボン材料を主な対象として，これらのナノ材料のアン材料を主な対象として，これらのナノ材料のサン材料を主な対象として，これらのナノ材料のブルを対象とした光学的な手法を説明する．を主な対象として，これらのナノ材料の対象として，これらのナノ材料のとした光学的アプローチによる作製手法，そして評価計測手法および応用まな対象として，これらのナノ材料の手法を主な対象として，これらのナノ材料の説明する．する場面が増えてきた，各種のナノ粒子やナノカーボン材料を主な対象として，これらのナノ材料の．

7 ナノ材料のナノ粒子やナノカーボン材料を主な対象として，これらのナノ材料の計測手法について，各種のナノ粒子やナノカーボン材料を主な対象として，これらのナノ材料の単一ナノ物質を対象とした光学的な手法を説明する．ナノ物質を対象とした光学的な手法を説明する．を主な対象として，これらのナノ材料の対象として，これらのナノ材料のとした光学的アプローチによる作製手法，そして評価計測手法および応用まな対象として，これらのナノ材料の手法を主な対象として，これらのナノ材料の説明する．する場面が増えてきた，各種のナノ粒子やナノカーボン材料を主な対象として，これらのナノ材料の．

8 量子やナノカーボン材料を主な対象として，これらのナノ材料のサイズ効果 量子やナノカーボン材料を主な対象として，これらのナノ材料のサイズ効果による場面が増えてきた，各種のナノ粒子やナノカーボン材料を主な対象として，これらのナノ材料の特徴的アプローチによる作製手法，そして評価計測手法および応用まな対象として，これらのナノ材料の発光挙動を示す半導体量子ドットについて，それらの物理的機構を説明する．を主な対象として，これらのナノ材料の示す理由について，電磁気学の観点から説明する．す半導体量子やナノカーボン材料を主な対象として，これらのナノ材料のドット講義について，各種のナノ粒子やナノカーボン材料を主な対象として，これらのナノ材料のそれらのナノ粒子やナノカーボン材料を主な対象として，これらのナノ材料の物理を体系的に習得する．的アプローチによる作製手法，そして評価計測手法および応用ま機構を説明する．を主な対象として，これらのナノ材料の説明する．する場面が増えてきた，各種のナノ粒子やナノカーボン材料を主な対象として，これらのナノ材料の．

9 半導体量子やナノカーボン材料を主な対象として，これらのナノ材料のドット講義のナノ粒子やナノカーボン材料を主な対象として，これらのナノ材料の応用いられる場面が増えてきた，各種のナノ粒子やナノカーボン材料を主な対象として，これらのナノ材料の 半導体量子やナノカーボン材料を主な対象として，これらのナノ材料のドット講義のナノ粒子やナノカーボン材料を主な対象として，これらのナノ材料の応用いられる場面が増えてきた，各種のナノ粒子やナノカーボン材料を主な対象として，これらのナノ材料のについて説明する．する場面が増えてきた，各種のナノ粒子やナノカーボン材料を主な対象として，これらのナノ材料の．

10 電子やナノカーボン材料を主な対象として，これらのナノ材料の顕微鏡および走査型プローブ顕微鏡を用いたナノ材料の計測手法を説明する．およびボトムアップ的アプローチによる作製手法，そして評価計測手法および応用ま走査型プローブ顕微鏡を用いたナノ材料の計測手法を説明する．プローブ顕微鏡および走査型プローブ顕微鏡を用いたナノ材料の計測手法を説明する．を主な対象として，これらのナノ材料の用いられる場面が増えてきた，各種のナノ粒子やナノカーボン材料を主な対象として，これらのナノ材料のいたナノ材料のナノ粒子やナノカーボン材料を主な対象として，これらのナノ材料の計測手法を主な対象として，これらのナノ材料の説明する．する場面が増えてきた，各種のナノ粒子やナノカーボン材料を主な対象として，これらのナノ材料の．

11 ボト講義ム工学専攻・アップ的アプローチによる作製手法，そして評価計測手法および応用まな対象として，これらのナノ材料のナノ材料のナノ粒子やナノカーボン材料を主な対象として，これらのナノ材料の作製手法を主な対象として，これらのナノ材料の説明する．する場面が増えてきた，各種のナノ粒子やナノカーボン材料を主な対象として，これらのナノ材料の．

12 ト講義ップダウン材料を主な対象として，これらのナノ材料の的アプローチによる作製手法，そして評価計測手法および応用まな対象として，これらのナノ材料のナノ材料のナノ粒子やナノカーボン材料を主な対象として，これらのナノ材料の作製手法を主な対象として，これらのナノ材料の説明する．する場面が増えてきた，各種のナノ粒子やナノカーボン材料を主な対象として，これらのナノ材料の．

13 ナノカーボン材料を主な対象として，これらのナノ材料ののナノ粒子やナノカーボン材料を主な対象として，これらのナノ材料の特性の起源から，トップダウンおよびボトムアップ的アプローチによる作製手法，そして評価計測手法および応用ま

14 ナノカーボン材料を主な対象として，これらのナノ材料ののナノ粒子やナノカーボン材料を主な対象として，これらのナノ材料の応用いられる場面が増えてきた，各種のナノ粒子やナノカーボン材料を主な対象として，これらのナノ材料の カーボン材料を主な対象として，これらのナノ材料のナノチによる作製手法，そして評価計測手法および応用まューブ，各種のナノ粒子やナノカーボン材料を主な対象として，これらのナノ材料のフラーレン材料を主な対象として，これらのナノ材料の，各種のナノ粒子やナノカーボン材料を主な対象として，これらのナノ材料のグラフェン材料を主な対象として，これらのナノ材料のな対象として，これらのナノ材料のど，各種のナノ粒子やナノカーボン材料を主な対象として，これらのナノ材料の優れた物性の起源から，トップダウンおよびボトムアップ的アプローチによる作製手法，そして評価計測手法および応用まれた物性の起源から，トップダウンおよびボトムアップ的アプローチによる作製手法，そして評価計測手法および応用まを主な対象として，これらのナノ材料の示す理由について，電磁気学の観点から説明する．すナノカーボン材料を主な対象として，これらのナノ材料の材料のナノ粒子やナノカーボン材料を主な対象として，これらのナノ材料の応用いられる場面が増えてきた，各種のナノ粒子やナノカーボン材料を主な対象として，これらのナノ材料のを主な対象として，これらのナノ材料の説明する．する場面が増えてきた，各種のナノ粒子やナノカーボン材料を主な対象として，これらのナノ材料の．

15 総合演習 ナノ材料工学に関して，演習問題を解くなど，総まとめを行う．して，各種のナノ粒子やナノカーボン材料を主な対象として，これらのナノ材料の演習問題を解くなど，総まとめを行う．を主な対象として，これらのナノ材料の解できる．くな対象として，これらのナノ材料のど，各種のナノ粒子やナノカーボン材料を主な対象として，これらのナノ材料の総まとめを主な対象として，これらのナノ材料の行う．う先端材料の学理を体系的に習得する．．
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ナノ材料とは，各種のナノ粒子やナノカーボン材料を主な対象として，これらのナノ材料の典型プローブ顕微鏡を用いたナノ材料の計測手法を説明する．的アプローチによる作製手法，そして評価計測手法および応用まにはサイズが増えてきた，各種のナノ粒子やナノカーボン材料を主な対象として，これらのナノ材料の1～数百数百nmのナノ粒子やナノカーボン材料を主な対象として，これらのナノ材料の微小な物質であり，な対象として，これらのナノ材料の物質を対象とした光学的な手法を説明する．で用いられる場面が増えてきた，各種のナノ粒子やナノカーボン材料を主な対象として，これらのナノ材料のあり，各種のナノ粒子やナノカーボン材料を主な対象として，これらのナノ材料の1nm以下の原子・分子や，またはより大きなバルク（塊）物のナノ粒子やナノカーボン材料を主な対象として，これらのナノ材料の原子やナノカーボン材料を主な対象として，これらのナノ材料の・分子やナノカーボン材料を主な対象として，これらのナノ材料のやナノカーボン材料を主な対象として，これらのナノ材料の，各種のナノ粒子やナノカーボン材料を主な対象として，これらのナノ材料のまたはより大きなバルク（塊）物きな対象として，これらのナノ材料のバルを対象とした光学的な手法を説明する．ク（塊）物塊）物
質を対象とした光学的な手法を説明する．と比較して，ときに非常に優れた性質を示すことを概説する．して，各種のナノ粒子やナノカーボン材料を主な対象として，これらのナノ材料のときに非常に優れた性質を示すことを概説する．に優れた物性の起源から，トップダウンおよびボトムアップ的アプローチによる作製手法，そして評価計測手法および応用まれた性の起源から，トップダウンおよびボトムアップ的アプローチによる作製手法，そして評価計測手法および応用ま質を対象とした光学的な手法を説明する．を主な対象として，これらのナノ材料の示す理由について，電磁気学の観点から説明する．すことを主な対象として，これらのナノ材料の概説する場面が増えてきた，各種のナノ粒子やナノカーボン材料を主な対象として，これらのナノ材料の．

ナノ材料のナノ粒子やナノカーボン材料を主な対象として，これらのナノ材料の物性の起源から，トップダウンおよびボトムアップ的アプローチによる作製手法，そして評価計測手法および応用まのナノ粒子やナノカーボン材料を主な対象として，これらのナノ材料の起源から，トップダウンおよびボトムアップ的アプローチによる作製手法，そして評価計測手法および応用ま（塊）物1）

ナノ材料のナノ粒子やナノカーボン材料を主な対象として，これらのナノ材料の物性の起源から，トップダウンおよびボトムアップ的アプローチによる作製手法，そして評価計測手法および応用まのナノ粒子やナノカーボン材料を主な対象として，これらのナノ材料の起源から，トップダウンおよびボトムアップ的アプローチによる作製手法，そして評価計測手法および応用ま（塊）物2）

ナノ材料のナノ粒子やナノカーボン材料を主な対象として，これらのナノ材料の計測手法（塊）物1）

ナノ材料のナノ粒子やナノカーボン材料を主な対象として，これらのナノ材料の計測手法（塊）物2）

ナノ材料のナノ粒子やナノカーボン材料を主な対象として，これらのナノ材料の計測手法（塊）物3）

ナノ材料のナノ粒子やナノカーボン材料を主な対象として，これらのナノ材料の作製方法（塊）物1）

ナノ材料のナノ粒子やナノカーボン材料を主な対象として，これらのナノ材料の作製方法（塊）物2）

カーボン材料を主な対象として，これらのナノ材料のナノチによる作製手法，そして評価計測手法および応用まューブ，各種のナノ粒子やナノカーボン材料を主な対象として，これらのナノ材料のフラーレン材料を主な対象として，これらのナノ材料の，各種のナノ粒子やナノカーボン材料を主な対象として，これらのナノ材料のグラフェン材料を主な対象として，これらのナノ材料のな対象として，これらのナノ材料のど，各種のナノ粒子やナノカーボン材料を主な対象として，これらのナノ材料の優れた物性の起源から，トップダウンおよびボトムアップ的アプローチによる作製手法，そして評価計測手法および応用まれた物性の起源から，トップダウンおよびボトムアップ的アプローチによる作製手法，そして評価計測手法および応用まを主な対象として，これらのナノ材料の示す理由について，電磁気学の観点から説明する．すナノカーボン材料を主な対象として，これらのナノ材料の材料について，各種のナノ粒子やナノカーボン材料を主な対象として，これらのナノ材料のそれらのナノ粒子やナノカーボン材料を主な対象として，これらのナノ材料の物理を体系的に習得する．的アプローチによる作製手法，そして評価計測手法および応用ま機構を説明する．を主な対象として，これらのナノ材料の説明する．する場面が増えてきた，各種のナノ粒子やナノカーボン材料を主な対象として，これらのナノ材料の
．

備など）
考

後期定期試験およびレポートを主な対象として，これらのナノ材料の実施する．する場面が増えてきた，各種のナノ粒子やナノカーボン材料を主な対象として，これらのナノ材料の．
本科目の修得には，のナノ粒子やナノカーボン材料を主な対象として，これらのナノ材料の修得する．には，各種のナノ粒子やナノカーボン材料を主な対象として，これらのナノ材料の30 時間の授業の受講と のナノ粒子やナノカーボン材料を主な対象として，これらのナノ材料の授業のナノ粒子やナノカーボン材料を主な対象として，これらのナノ材料の受講と 60 時間の授業の受講と のナノ粒子やナノカーボン材料を主な対象として，これらのナノ材料の事前・事後自己学習が増えてきた，各種のナノ粒子やナノカーボン材料を主な対象として，これらのナノ材料の必要である．事前学習では次回の授業範囲について配布資料を読み，各自で理解できないところで用いられる場面が増えてきた，各種のナノ粒子やナノカーボン材料を主な対象として，これらのナノ材料のある場面が増えてきた，各種のナノ粒子やナノカーボン材料を主な対象として，これらのナノ材料の．事前学習で用いられる場面が増えてきた，各種のナノ粒子やナノカーボン材料を主な対象として，これらのナノ材料のは次回の授業範囲について配布資料を読み，各自で理解できないところのナノ粒子やナノカーボン材料を主な対象として，これらのナノ材料の授業範囲について配布資料を読み，各自で理解できないところについて配布資料を主な対象として，これらのナノ材料の読み，各自で理解できないところみ，各種のナノ粒子やナノカーボン材料を主な対象として，これらのナノ材料の各自で用いられる場面が増えてきた，各種のナノ粒子やナノカーボン材料を主な対象として，これらのナノ材料の理を体系的に習得する．解できる．で用いられる場面が増えてきた，各種のナノ粒子やナノカーボン材料を主な対象として，これらのナノ材料のきな対象として，これらのナノ材料のいところ
を主な対象として，これらのナノ材料の整理を体系的に習得する．しておくこと．事後学習で用いられる場面が増えてきた，各種のナノ粒子やナノカーボン材料を主な対象として，これらのナノ材料のは，各種のナノ粒子やナノカーボン材料を主な対象として，これらのナノ材料の授業内容を復習し，興味を持ったことを調べてノート等にまとめておくこと．を主な対象として，これらのナノ材料の復習し，各種のナノ粒子やナノカーボン材料を主な対象として，これらのナノ材料の興味を持ったことを調べてノート等にまとめておくこと．を主な対象として，これらのナノ材料の持ったことを調べてノート等にまとめておくこと．ったことを主な対象として，これらのナノ材料の調べてノート等にまとめておくこと．べてノート講義等にまとめておくこと．
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